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概要
現在の産業界では、生産性と自動化のさらなる追求が進む中、先進的なマシン ビジョン システムへの需要が高まっています。 

これらのカメラには、低コスト、省電力、小型化に加え、生産ラインの高速化に対応するため、最新のセンサーや出力インターフェイスへの
柔軟な対応が求められます。マシン ビジョン アプリケーションの多様なニーズに対応するには、設計者は性能、消費電力、サイズのバランスを
取りながら、コスト重視から高性能まで、用途に応じたソリューションを提供する必要があります。

このソリューション概要では、スケーラブルな AMD 製品ポートフォリオの特長と競合製品に対する優位性を示し、さまざまな性能レベルに
応じた最適なマシン ビジョン システムの開発を可能にするポイントを紹介します。

優位性 4 〜 8 については、次のページで説明しています。 
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マシン ビジョン カメラ開発における AMD FPGA の優位性

4 - さまざまな 
センサーに接続

6 - IP 設計コストを 
削減

5 - データの信頼性を
サポート 

7 - AI 処理を加速 8 - 高速出力を実現 

少ないリソースで高性能を実現 複雑な設計を回避 迅速な製品化

1 - 総消費電力の削減1 2 - 熱設計の簡素化 3 - デザイン サイクルの短縮

AMD の LUT6 アーキテクチャは、 
競合製品と比べてリソース使用量を
最大 40% 削減2 でき、2 スピード  
グレード上の性能を実現します3。 

これにより、より小規模なデバイスで
の設計が可能となり、スタティック
消費電力とダイナミック消費電力の

両方を削減できます。

AMD は、チップの接合部から周囲 
への放熱量を最大 34% 低減4 できる
ため、接合部の温度上昇を抑制でき
ます。その結果、放熱対策が不要に
なる可能性があり、設計の簡素化に

つながります。 

AMD Vivado™ Design Suite は、 
デフォルト設定でほぼ 100% の 
タイミング クロージャを達成し、 
開発プロセスを効率化します5。統合
性に欠けるデザイン環境を提供する
他社製品と比べて、設計の反復回数
を削減でき、市場投入までの期間を

短縮できます。
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4 - 多様なセンサー モジュールをシームレスに統合できる柔軟な I/O 接続

AMD は、LVDS、MIPI、SLVS-EC などの多様なセンサー モジュールの接続を可能にする、柔軟性の高い I/O を備えています。これらのインター
フェイスは、1 レーンあたり 2.5 Gb/s から最大 3.2 Gb/s の MIPI D-PHY 速度に対応しています。また AMD は SLVS-EC 規格 1.0、2.0、3.1 にも
対応しており、1 レーンあたり最大 12.5 Gb/s のトランシーバー速度をサポートすることで、さまざまなセンサー技術への適用を可能にします。

5 - 高速メモリ アクセス

AMD の幅広い製品ポートフォリオでは、ソフト IP またはハード IP のメモリ コントローラーを選択可能です。Spartan™ UltraScale+™ 
FPGA などの最新の AMD デバイスは、LPDDR4X および LPDDR5 メモリへの最大 4266 Mb/s の高速アクセスを可能にする統合型メモリ  
コントローラーを搭載しており、高帯域幅、低レイテンシ、低消費電力を実現します。1

6 - 最適化された画像処理ツールによるデザインの簡素化

AMD は、オープンソースの性能最適化済みライブラリを提供しているため、画像処理パイプラインを簡単に高速化できます。これらのライ
ブラリは、さまざまな抽象化レベルに対応しており、開発者は自分のニーズに合ったツールを選択することで、作業プロセスを効率化できます。
サポートされている IP には、Tri Ethernet MAC、10G/25G Ethernet、MIPI、GigE Vision、TSN などがあります。 

さらに AMD は、250 種類以上の無償 Vivado IP、700 を超える Vitis™ ライブラリ関数に加えて、MicroBlaze™ および MicroBlaze V ソフト
コア プロセッサも無償で提供しています。AMD およびパートナーが提供するマシン ビジョン向け IP の一覧は、IP ページをご覧ください。

7 - 包括的な AI ソフトウェア ツールによる効率的な AI アプリケーション開発

AMD はオープンソースの FINN ソフトウェア スタックを提供しており、リソース制約のあるデバイス環境において、エンドツーエンドの AI 
パイプラインを最適化/簡素化することで、特定用途に特化した効率的な AI 処理を実現します。汎用的な AI コンパイラを好む場合は、Vitis 
AI を使用することで簡単に AI モデルをプラットフォームに統合できます。AMD は、エンベデッド AI の提供に実績があります。

8 - 多様なカメラ速度に対応する柔軟なボード ポートフォリオ

超高解像度、高フレームレートを誇る最先端のファクトリ オートメーション カメラから、コスト重視の量産カメラまで、AMD は多様な
ニーズに応える包括的な製品ポートフォリオを提供しています。500 Mb/s から最大 32.75 Gb/s まで対応するトランシーバー速度により、
用途に応じたスケーラブルで柔軟なソリューションの構築が可能です。 

結論

マシン ビジョン カメラの設計においては、高 SNR (信号対雑音比) の実現、優れた熱特性、多様なセンサーおよび出力規格への対応、そして
市場投入までの期間を短縮しつつデータ信頼性を最大化することが重要な要件となります。

高性能な LUT6 アーキテクチャを採用した AMD の FPGA ソリューションを使用することで、リソースの有効活用、より高い FMAX (最大動作
周波数)、および効率的な熱管理を実現できます。幅広い製品ポートフォリオと充実したソフトウェア サポートにより、カメラの仕様や用途
に応じた最適な製品を柔軟に選択でき、ビジョン ライブラリや各種 IP を活用することで、開発期間をさらに短縮できます。

https://www.amd.com/ja/search/adaptive-socs-and-fpgas/intellectual-property.html#f-amd_product_ip_category=Interfaces%20and%20Interconnect,Audio%2C%20Video%2C%20Image%20Processing,Embedded,Memory%20and%20Controllers,Multimedia%20and%20Vision,Video%20and%20Image%20Processing,Interface%20and%20Interconnect&f-amd_industries=Industrial%20%26%20Vision
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次のステップ

• AMD コスト重視製品ポートフォリオのウェブページで AMD 製品の詳細を確認する
• 他社製品と比較した AMD の競合優位性について詳細を確認する 

• 今後のマシン ビジョン カメラ設計について、最寄りのサポート チームに相談する

脚注
1. 2024 年 7 月に AMD が実施したテスト結果に基づいています。28 nm デバイスには XPE_2019_1_2、16 nm デバイスには PDM_2024.1 を使用した AMD の電力見積もりツールと、Lattice Radiant Power 

Estimation Tool 2024.1 を使用して、Spartan UltraScale+ 35P、50P、100P FPGA と、Lattice MachXO5-NX 25、CertusPro-NX50、MachXO5-NX 100T FPGA の消費電力を比較しました。いずれも HP (High 
Performance) スピード グレードで測定されています。総消費電力には、ファブリック消費電力と HDIO の消費電力のみが含まれています。結果は、最大周囲温度を 100° C として測定したもので、比較対象の
デバイスを選ぶ際には LUT6 アーキテクチャの利用効率が 40% 優れていることを考慮しています。測定結果は、製品の市場投入後に変更される可能性があります。また、アーキテクチャ、パッケージ サイズ、
スピード グレード、デバイス、設計、構成、およびその他の要因によって変動する可能性があります。(SUS-014) 

2. 2024 年 7 月に AMD が実施したテストに基づくものであり、LUT6 アーキテクチャを採用した AMD Artix 7 A100T (28 nm) および Artix UltraScale+ AU7P (16 nm) と、LUT4 アーキテクチャを採用した Lattice 
Nexus MachXO5 25 (28 nm) および Lattice Avant E70 (16 nm) デバイスのリソース利用率スコアを測定しました。各デバイスは、AMD Vivado™ 2024.1 および Lattice Radiant 2024.1 を使用し、それぞれ複数の
スピード グレードで評価しています。結果は、30 種類のオープン コア デザインの平均に基づいています。実際の結果は、アーキテクチャ、デバイス、スピード グレード、パッケージ サイズ、設計、構成、
およびその他の要因によって変動する可能性があります。(COP-001)

3. 2024 年 7 月に AMD が実施した分析に基づいています。16 nm プロセスの AMD Artix UltraScale+ FPGA および Lattice Avant プラットフォームにおける、全スピード グレードの FMAX 達成率を算出したものです。
結果は、使用するデバイス、顧客の設計仕様、システム構成、その他の要因によって異なります。(AUS-009)

4. 2024 年 7 月に実施した AMD の公開データシートに基づく分析結果です。Spartan UltraScale+ および Artix UltraScale+ FPGA デバイスのパッケージと、同等の Lattice CertusPro および MachXO5-NX の
パッケージ、さらに Lattice Avant と Kintex UltraScale+ FPGA デバイスのパッケージを比較しました。記載の結果は無風環境を前提としています。(COP-003)

5. 2024 年 9 月に実施した AMD 配置配線テストに基づいています。30 個のオープン コア デザインを使用し、AMD Vivado 2024.1 および Lattice Radiant Software 2024.1 をデフォルト モードでコンパイルした
上で、AMD Artix UltraScale+ AU10P デバイスと Lattice Mach LFMXO5 デバイス (FMAX 目標 150 MHz)、および AMD Kintex UltraScale+ KU5P デバイスと Lattice Avant E70 デバイス (FMAX 目標 200 MHz) を
比較しました。P&R 性能は、使用するデバイス、設計、構成などの要因によって変動する可能性があります。(VIV-011)
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